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１．評価者の指摘及び提言概要 

複雑・多様なために、ともすれば個別研究で終わることの多い生態系を対象とした研

究において、網羅的かつ、浅海生態系を全て考慮した新たな生態系モデルの開発、窒素

フットプリントの観点からの評価、生態系改変速度指標の開発などの独自の成果が得ら

れた。また、鳥類の絶滅リスクの評価、草本植物の種の多様性の確保、全球での松枯れ

への深刻な影響等の研究成果は影響評価のカテゴリで顕著な成果が得られている。しか

し、これらの成果が、「生態系保全による緩和策と適応策の統合」という大きなテーマ

に対して、各サブテーマがどのような貢献をしたのかが明確に示されたとは言い難い。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 

 




